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  【入場料】 無料 

  【対象者】 鳥取市民、行政関係者、鳥取大学学生・教職員など 

  【主 催】 ことるり舎（「浜村温泉湯けむり映画塾」企画運営） 

 【共 催】 鳥取市 鳥取大学地域学部 気高町観光協会 

【後 援】 公益財団法人鳥取市文化財団 新日本海新聞社 

日本海ケーブルネットワーク 鳥取市西商工会  

  【協 力】 鳥取大学地域学部芸術文化センター 鳥取県 

   【問い合わせ先】 ことるり舎（営業時間 10：00～18：00） 

 TEL 090-4820-6556 

 mail ketaka.art@gmail.com 

 または 

 鳥取市気高町総合支所地域振興課 

 TEL 0857－82－００１１ 

 

【参考】 

1．「ことるり舎」の紹介 

   2014 年３月設立。前身は、気高芸術のまちづくり委員会（2012 年１１月設立）。 

代表の荒尾 極氏は、2011 年に夫婦で父親の生家であった鳥取市気高町に移り住んだ 

Ｉターン者。 

芸術活動による地域の魅力発信、地域間交流、観光 

客や作家の誘致などを通じて、地域活性化を図ること 

を目的として「ことるり舎」を設立。2014 年から 

「浜村温泉 湯けむり映画塾」を開塾。今年で３年目。 

 「ことるり」とは、核や心臓を意味するラテン語の 

「こる」と鳥取の「とり」を組み合わせた造語。 

 

２．浜村温泉湯けむり映画塾作品の紹介 

（2014 作品） 「ようこそ浜村へ」 

浜村温泉街に現れた幽霊がかつての温泉街のようなにぎわいをもたらそうと、浜村温泉 

が発祥と言われる貝殻節で人を集めるというコメディータッチのストーリー。 

（2015 作品） 「幻の漁火」 

気高町日光地区に伝わる竜神伝説をモチーフに、家族愛を描いたサスペンスタッチの 

ストーリー。（スペシャルゲストとして火野正平さんが出演） 

（201６作品） 「祭りの産声」(仮題) 

平成２８年度は「浜村温泉湯けむり映画塾」が３回目を迎える。今年度の作品は『祭り 

の産声』（仮題）で、貝殻節そのものにスポットを当て、「貝殻節」が持つ魅力・真意に 

迫る。 

  

芸術活動の拠点となる「ことるり舎」


